
感染症情報 ４月７日～１３日

②溶連菌感染症

④伝染性紅斑

２５１例（堺市 

１０２例（堺市 ４例）
４５例（堺市 ２例）

報告数による順位。前週比１９．５％増の２，２３０件。感染性胃腸
炎が府下で前週から１８％増、堺市で前週１２５例→今回９９例。溶
連菌感染症が府下で４９％増、堺市で前週２２例→今回３３例。ＲＳ
ウイルス感染症が府下で９％増、堺市で前週２１例→今回９例。伝
染性紅斑が府下で６５％増、堺市で前週２例→今回４例。
インフルエンザが府下で前週３２３例→今回２８８例で１１％減。堺
市は前週１５例→今回１１例。定点当たり大阪府は０．９９、堺市は
０．４４であった。
全数把握疾患である百日咳の報告が大阪府で前週４１例→今回
５７例は３９％増であった。堺市は１例であった。

３３例）
③ＲＳウイルス感染症 １７１例（堺市 ９例）

９９例）

府下２９２医療機関（堺市２５）から

府下小児科１８７医療機関（堺市１７）から

①感染性胃腸炎 １，５６１例（堺市

２８８例（堺市インフルエンザ １１例）

府下２９２医療機関（堺市２５）から

５０１例（堺市新型コロナウイルス感染症 ３３例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前回３８９例
→今回５０１例で２９％増、定点当たり１．３１→１．７２。堺市で前週
５３例→今回３３例で３８％減、定点当たり１．８３→１．３２であった。

大阪府定点 １．７２ 堺市定点 １．３２

麻疹の報告が大阪市・中河内ブロックで各１件、合計２件あった。
風疹はなかった。

⑤突発性発疹

府下２９３医療機関（堺市２５）から

９，９２０例（堺市急性呼吸器（ARI）感染症 ３，９２０例）
大阪府定点 ３３．８６ 堺市定点 ３６．８０

 今回２０２５年第１５週から急性呼吸器感染症の定点報告が始
まった。新興感染症の早期把握を目指している。
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